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2025年度上半期の営業成績

預金積金・貸出金・預かり資産の状況　 POINT  前期末比 預金積金146億円増　貸出金239億円増

有価証券の状況　 

不良債権の状況　 

注１ 貸借対照表計上額は、各年９月末における市場価格等に基づいております。　注3 市場価格のない株式等及び組合出資金は本表に含めておりません。　
注２ 上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。

科　目 2024年９月 2025年９月
貸借対照表計上額 取得原価 差額 貸借対照表計上額 取得原価 差額

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

株 　 式 1,247 275 971 1,430 415 1,014
債 　 券 34,078 33,571 507 13,896 13,832 63
そ の 他 74,629 72,359 2,269 59,301 56,178 3,122
小 　 計 109,955 106,206 3,749 74,627 70,426 4,200

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株 　 式 - - - - - -
債 　 券 274,597 283,438 △ 8,840 256,530 273,122 △ 16,591
そ の 他 274,419 305,029 △ 30,609 246,474 278,375 △ 31,901
小 　 計 549,016 588,467 △ 39,450 503,004 551,497 △ 48,493

合　　計 658,972 694,673 △ 35,701 577,632 621,924 △ 44,292

（単位：百万円）その他有価証券で時価のあるもの

区　　分 2024年9月 2025年3月 2025年9月
破 産 更 生 債 権 及 び こ れ ら に 準 ず る 債 権 6,522 7,057 6,659
危 険 債 権 18,523 17,162 17,440
要 管 理 債 権 5,015 6,079 7,286

三 月 以 上 延 滞 債 権 351 250 259
貸 出 条 件 緩 和 債 権 4,664 5,829 7,026

小 計 　 A 30,061 30,298 31,385
正 常 債 権 　 B 1,871,969 1,895,483 1,918,047
総 与 信 残 高 　 A ＋ B ＝ C 1,902,030 1,925,782 1,949,433
不 良 債 権 比 率 　 A ／ C 1.58％ 1.57％ 1.60%
保 全 額 　 D 25,416 24,849 25,764

貸 倒 引 当 金 　 E 4,910 4,717 4,823
担 保 ・ 保 証 等 　 F 20,506 20,131 20,940

保 全 率 　 D ／ A 84.54％ 82.01％ 82.08%
引 当 率 　 E ／ ( A － F ） 51.38％ 46.40％ 46.18%

（単位：百万円）

自己資本の充実の状況　 

信用金庫法開示債権及び金融再生法開示債権の保全・引当状況

注 時価は、各年９月末における市場価格等に基づいております。

科　目 2024年９月 2025年９月
貸借対照表計上額 時価 差額 貸借対照表計上額 時価 差額

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

国 　 債 3,111 3,189 77 - - -
地 方 債 - - - - - -
社 　 債 7,943 8,038 95 1,498 1,505 7
小 　 計 11,054 11,227 172 1,498 1,505 7

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

国 　 債 963 948 △ 15 4,053 3,965 △ 87
地 方 債 1,800 1,790 △ 9 3,400 3,257 △ 142
社 　 債 22,665 22,438 △ 226 28,688 27,712 △ 975
小 　 計 25,428 25,178 △ 250 36,142 34,935 △ 1,206

合　　計 36,483 36,405 △ 78 37,640 36,441 △ 1,198

（単位：百万円）満期保有目的の債券で時価のあるもの

注 自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有する
資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。なお、当金庫は国
内基準により自己資本比率を算出しております。

※このディスクロージャーの計数は単位未満を切り捨てて表示しております。

項　　目 2024年9月 2025年3月 2025年9月
コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目 の 額 � （ イ ） 141,815 142,576 145,340

出 資 金 及び 資 本 剰 余 金 の 額 21,744 21,619 21,436
利 益 剰 余 金 の 額 115,746 117,021 119,518

コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目 の 額 � （ ロ ） 646 726 746
自 己 資 本 の 額（（ イ ）－（ ロ ））� （ ハ ） 141,169 141,849 144,594
リ ス ク・ア セット 等 の 額 の 合 計 額 � （ ニ ） 1,519,656 1,562,710 1,567,297
自 己 資 本 比 率（（ ハ ）／（ ニ ）） 9.28％ 9.07％ 9.22％

（単位：百万円）自己資本の構成に関する事項

業種別貸出金残高　

卸売・小売業
1,121億円 5.7%

地方公共団体
856億円 4.4% 各種サービス業

1,608億円 8.2%

その他
816億円 4.2%

個人
8,034億円 41.3%

製造業
1,064億円 5.4%

不動産業
4,103億円 21.1%

建設業
1,812億円 9.3%

自己資本比率

損益の状況　

預金積金

2025年3月 億円3兆2,261

2024年9月 億円3兆2,317

2025年9月 億円3兆2,408
貸出金

2025年3月 億円1兆9,178

2024年9月 億円1兆8,941

2025年9月 億円1兆9,417
預かり資産

2025年3月 億円3,373

2024年9月 億円3,302

2025年9月 億円3,650

業務収益

2024年9月 億円177.8 

2025年9月 億円200.1
業務費用

2024年9月 137.3 

2025年9月 166.7
業務純益

2024年9月 40.4 

2025年9月 33.4
実質業務純益

2024年9月 40.5 

2025年9月 33.7

コア業務純益

2024年9月 39.9

2025年9月 31.8

コア業務純益
（投資信託解約損益を除く）

2024年9月 40.0

2025年9月 42.4
経常利益

2024年9月 38.0

2025年9月 36.0
当期純利益

2024年9月 28.0

2025年9月 29.2

経営の健全性を表す自己資本比率
は、9.22％となりました。これは国内基
準である４％を大きく上回っております。

POINT  国内基準を上回る水準を維持
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2025年度上半期トピックス～5つのつなぐ～

当
金
庫
の
概
要

本 部
設 立
出 資 金
会 員 数
常勤役職員数

熊谷市久下4丁目141番地
1948年2月1日
214億円
177,709名
1,464名（除く嘱託）

97店舗
（店舗内店舗を除く実店舗数 74ヵ所）

8ヵ所
10ヵ所

（2025年9月30日現在）

店 舗 数

彩 り プ ラ ザ
ローンセンター

◦�A
ア ノ ネ ク ト
nonect開設 ◦�事業承継支援

◦「さいしんビジネスフェア2025」を開催

中期経営計画「5つのつなぐ※」に基づき、地域の持続可能性を支えるお手伝いをしております。

創業支援拠点「Anonect」を浦和駅東口に開設
いたしました。個別相談機能を設け、創業を目
指す方、創業後間もない方が気軽に相談できる
拠点となっておりま
す。

中小企業経営者の事業承継に対する課題解決
支援を行っております。
後継者不在の事業者に対して、金庫内マッチン
グによるＭ＆Ａ支援を行いました。また、従業員
承継を検討する事業
者に対して、埼玉県
信用保証協会と連携
し株式の取得に対す
る資金支援（MBO）
を行いました。

リアルとオンラインのハイブリッド型イベントを開催いたしました。取引先中小企業の
販路拡大や、業種や地域を超えた
ビジネスマッチングにつながりまし
た。また、「北陸復興支援」を掲げ、
北陸の特産品を販売するブースも
多数設置いたしました。

◦「年金福祉プレミアム定期」の�
取扱開始

年金をお受取りされているお客さまを対象に、
定期預金店頭表示金
利より年0.1%上乗せ
した金利で定期預金を
ご利用いただけます。

５５５つのつなぐ

※「‌�５つのつなぐ」：「想い（個人資産形成・承継）」、「まち（創業・まちづくり）」、「販路（販路拡大）」、「事業」、「知財（脱炭素支援）」の各分野を当金庫が
つないでいくことで、地域の持続可能性を高めていく経営戦略

SDGｓへの取組み

◦�防災井戸を設置し、地域防災対策に貢献
株式会社日さくの協力を得て、本
店営業部と鴻巣支店に防災井戸
を設置いたしました。大規模災害
等によって地域の生活インフラが
被害を受けた際に、近隣住民の皆
さまへ生活用水として提供いたし
ます。

◦�子どもたちの居場所支援のため支店内スペース貸出
地域の居場所づくり支援団体等へ営業
店の会議室を貸し出し、イベント開催に
ご利用いただいております。ひとり親家
庭やヤングケアラーなど、多様な背景
を持つ子どもたちへの支援を通じて、
SDGｓが目指す「誰一人取り残さない」
社会を実現する活動を続けてまいります。

「想い」をつなぐ

「事業」をつなぐ「まち」をつなぐ

県の花「サクラソウ」をモチーフ

「販路」をつなぐ
◦�脱炭素支援における業務提携を開始
株式会社バイウィルとカーボンオフセットに向けた業務提
携を開始いたしました。Jクレジット制度を活用し、Jクレ
ジット創出側、購入側双方の支援サービスを拡充すること
により、取引先企業や
自治体の脱炭素支援
を行っております。

「知財」をつなぐ

埼玉県の脱炭素に貢献


